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Al-Si 合金の気孔率および平均気孔径は Si 含有量の増加および引出速度の減少と共に増加し、気孔は Si 含有量の増加
により、いびつな気孔形態から円形の気孔形態に変化した。これらの結果を共晶合金の凝固モデルに基づいて考察し、
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 ⑵連続鋳造法で作製したロータス型ポーラス Al-Si 合金の気孔率および気孔形態は引出速度だけではなく、Si 含有
量の変化にも影響を受けることを明らかにしている。これらの結果を共晶合金の凝固モデルに基づいて考察し、ロー
タス型ポーラス Al-Si 合金の気孔率および気孔形態は Al-Si 共晶相の相分率に大きく依存することを明らかにしてい
る。 
 ⑶異なる試験片サイズを持つロータス型ポーラス銅の圧縮試験を行い、試験片サイズがロータス型ポーラス銅の応
力－ひずみ曲線および圧縮降伏応力に及ぼす影響を調べ、ロータス型ポーラス金属の圧縮特性を正確に評価するため
に必要な試験片サイズを提案している。 
 以上のように、本論文は連続鋳造法を用いたロータス型ポーラス金属の作製方法を初めて確立し、気孔率および気
孔形態に及ぼす作製因子の影響を明らかにすると共に、ロータス型ポーラス金属の圧縮特性を正確に評価するために
必要な試験片サイズを提案したものである。これらの結果は学術的、産業的にも極めて重要な知見を多数含んでおり、
材料工学の発展に寄与するところが大きい。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
